






研究目的 

肺 surfactant の欠乏は新生児呼吸窮迫症候群(RDS)の病因と考えられている。この肺

surfa-ctant は胎児肺より経気道的に羊水中に移行することから,肺 surfactant の主成分

である脂質の測定が胎児肺成熟の指標として臨床的に用いられている。一方,肺

surfactant には肺に特異的な蛋白が存在することが認られており,最近 Shelley らや

Katyal らは enzyme-linked immunosorbent assay(ELISA)で測定したsurfactant蛋白が RDS

出生前予知に有用であることを報告した。 

現在,藤原らにより開発された人工 surfactant が RDS の治療法として臨床治験されており

効果が認められている。この Surfactant TA(Tokyo-Akita)は牛肺から精製されたものであ

るが,種々の動物に最も多く認められる分子量35kDaのsurfactant蛋白を含まず,それより

もはるかに低分子量の興味ある蛋白を含有している。 

このため我々は ELISA 法により Surfactant TA 補充を受けた RDS 児の気道液中の内因性並

びに外因性 surfactant 蛋白の測定を企画し,その第一段階として Surfactant TA補充を受

けない RDS 児の気道液中の内因性 surfactant 蛋白の測定を本研究の目的とした。 


